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戦争体験継承 の 考察 （その 3 ）

　　　　　自衛隊広報施設 を中心 に

村上登司文 （京都教育大学 ）

1 ．は じめ に

　日本 の 平和教育の 特徴で あ る戦争体験継承

に 着目 し、それ を社会学的に 考察して 、 1994

年 の 日本教育社会学会第 46回大会で 「戦争体

験継承の 考察 （そ の 1 ）体験継 承の 過程 と仕

組 み 」 、 1995年 の 第47回大会で 「戦争体験継

承 の 考察 （そ の 2 ）平和記念館 の 役割」と し

て 発表 した 。

　1990 年代前半に、平和博物館 （平和記念館

　資料館）が 日本国内で 多 く開設され 、 平和

博物館 開設ブ ーム と い われ た 。

一
方 、 自衛隊

広報施設の 存在は 、 平和博物館に 比 べ て 人 々

に あま り知 られ て こ なか っ たが 、平 和 博物館

の 設置数以 上 に 国 内に 多数設置 され て い る 。

自衛隊広報施設は、そ の 半数以 上 が 1960 年代

後 半に 集中して 開設 され たが 、 そ の 開設経 緯

とそ の 後の 展開は今 まで に充分 明 らか に され

て い る とは い えな い 。

　 自衛隊に よ る広報活動 は 、 防衛政策の
一環

と して防衛庁が組織的に 行 っ て お り、 政策 と

して重視され て きた 。 自衛隊の 広報活動に は、

幅広 い 内容が含まれ 、 印刷物に よる広報 、 広

報 ビデ オやテ レ ビ番組作成の 視聴覚広報 、 部

隊見学 や部隊公開や艦艇見学等の 行事広報等

が行わ れて い る 。

　 自衛隊広報施設は 、 広報 の た あ の 展示施設

で あ る が 、 開設経緯や 展示 内容 に お い て も 、

ま た展禾面積 や入館数な ど の 規模に お い て 多

様で あ る 。 本研 究の 研究課題 と して以 下の も

の を設定した 。

  自衛隊広報施設の 社会的機能 を明 らか に す

る 。

  自衛隊広報施設が過 去 の 戦争をど の よ うに

継 承 して い るか を示す 。

  自衛隊広報施設 と 、 国内お よび国 外の 軍事

博物館 （military 　 museum ）との 相違点 を明

らか に する 。

　課題 を明 らか に する
一

つ の 方法 と し て 、20

01年 2 月 に 、　r平成12年度版 防衛 白書 』掲載

の 全 自衛隊広報施設な ど に 対 して 、　「自衛隊

に よる広報活動に つ い て の 調査研究」 と して

郵 送 に よ り調査 を依頼 した 。 そ の 調査項 目は 、

  開設年 、   自衛隊 の 広報施設 の 開設経緯 、

  展示 内容 、   訪問者数 （1999年度 の 訪問者

数 ）、  開設 されて か ら1999 年度ま で （〜 20

00．3）の 訪 問者数、  広報施設の 概要 を示す

資料や入館者用の パ ン フ の 返送 、 等の 6 点で

あ る 。 回収結果 に よ ると、海上 自衛隊の 回答

割合が 91 ％ と最 も高 く、 航空 自衛隊の 回答割

合が 60％ と低い 。

2 。自衛 隊によ る広報活 動

　 1970年代に 広報活動 の
一

つ の 転換が あっ た 。

親近 感 を抱かせ 「愛 され る 」自衛隊か ら、 国

防の 意義を伝えて 「信頼 され る 自衛隊」で あ

ろ うとす る方 向へ で ある。

　 1973年に 防衛庁は 「国民 の 理解 と信頼 を得

る ため の 施策推進 要綱 」　（略称 ： 国民 施策 ）

（1973．12．10 ）を出す 。 そ こ で は、広 報
・
民

政協力活動重 視の 方針 を示 して い る 。 具体的

な 主 要施策 とそ の ね ら い の
一

つ に 、 「（1）駐

屯地の 施策」が あ る 。 そ れ に よ れば 、 駐屯地

W W ）一の 内容 を再 編成 し 、 「従来

の 古 い もの の 収集 、 展示か ら
一
歩前進 さ せ 、

先人 （郷土 出身部隊 、 将兵 ）の 愛国的 活躍 の

跡 、 遺訓な どを通 し、ま た、写真 ・模型な ど

を利用 して 自衛隊の 活動状況 （災害派遣、民

政支援 、 部外工事等 ）を示 す と共に 、 現在の

国際情勢 、 特に ア ジ ァ 情勢 、 諸外国 の 国防努

力 、 自衛隊 と各国軍 と の 比 較等 に よ り、 見学

者に 自衛隊の 必要性 と国防の 重 要性 を認 識 さ
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せ るよ う に す る」また 「努め て 多くの 見学者

を誘致す るた め に 防衛館付近 を公 園化 し、 ま

た観光バ ス の ル ー トに 指定」 とある （松尾高

志 1979 「自衛隊の イ デ オ ロ ギ ー
活動 」 『歴

史評論 』353）。

　 自衛隊の 主 要な行事活動 と して 、 音楽隊演

奏 、 映画上映 、 体験搭乗 、 艦艇見学 、 体験航

海、部隊見学、体験入 隊、演習見学、部隊公

開等がある 。 音楽隊演奏は 自衛隊活動の 直接

的紹介 とは い えな い の で 、 自衛隊活動状況 の

紹 介 と い う点 で は 、 人数 的 に は各 基地 で の

「部隊公 開」が 、 大 きな役割 を果 た して い る

と い え よ う 。

　 2000 年 に 入 っ て も、　「防衛力 の 継続的な整

備の 必 要性 を含め わが 国 の 防衛政策や 自衛隊

の 現状 に つ い て 、 広 く国民
一

般 に 対 し積極的

な広報活動 を続 けて い く必要が ある」と され

て い る （『防衛年鑑 2000』 ）。

3 ．自衛隊広報施設の展開

　 1955年 ごろ か ら各地の 自衛隊基地 に 、 広報

施設が 開設され始め た 。 特 に 、1964 　か ら19

69　に か 1 て 開設の 時期が集中 して い る 。 開

設時期が確認で きた 自衛隊広報施設90館の 内 、

半数以上 に 当た る47館が こ の 期間に 開設 され

て い る 。 そ の 後1970 年代後半か ら 、 1990 年代

前半に かけ て は開設数が 少な くな っ て い る。

1990年代後半 に 入 っ て 、 1997 年に 海上 自衛隊

佐世保史料館 （セ ール タ ワ
ー

）が、1999 年に

航空 自衛隊浜松広報館 （エ ア ー ・パ ーク ）が

開設 され 、 二 つ の 大規模な 自衛隊広報施設が

設置 され た 。 さ らに 、 陸上 自衛隊広報セ ン タ

ー（仮称 ）（埼玉 県朝霞市 ）が 、2001 年度 に 公 開

予定 で あ る 。

　130 に もの ぼ る 自衛隊広報施 設な ど に は 多

様な名称 が付け られて い る 。 それ を整理 して

み ると次の よ うな結果が得 られ た 。 まず 、 最

もシ ン プ ル な名称 と して 「資料館」が 8 館 、

「史料館」が 19館あ り、 合計で 27館 （20．7％ ）

あ る。 「広報○○」の 名称を持 つ もの （例え

ば 、 広報館 、 広報史料館 、 広報資料館 、 広報

資料室 、 広報展示 館 、 広報展示 室 、 広報展示

資料室 、 広報セ ン タ ー）を数え れ ば 33館 （25 ．

3％ ）あ る 。 そ の 他 に 多様 な 名称 が あ り、

『防衛 白書 』には 「自衛隊広報施 設な ど」と

い う題 目で そ の
一

覧を掲載 して い るが 、 そ の

名称は 多様性に 富ん で い る こ とがわ か る 。 名

称の 違い は 、 そ の 実態の 違 い 、 また 果たす機

能の 違 い をい く らか示 して い る こ とが予想 さ

れ る 。

　今回 の 調査 へ 回答があ っ た 自衛隊広報施設

の 入 館者数の 年間 の 合計は （1999 年度 また は

2000年度 ）、 90万人弱で あ っ た 。 自衛隊広報

活動 へ の 参加者数全体に 比 べ る と 、 広報施設

訪問者数は 多 い と は い えな い 。 1990 年代末 に

新 し く開館 した セ ール タ ワーとエ ァ ー ・パ ー

クは い ずれ も他の 広 報施設 と比 較 して、訪問

者数がずば 抜けて 多 くな っ て い る 。 両館 の 入

館者数の 合計で 、 回答が あっ た入館者数全体

（86館 ）の 半数を超 えて い る （51％ ）。

　 自衛隊の 広報施設は 、 設置 目的と展示内容

か ら 、 旧軍 隊継承 型 、 旧軍 と 自衛隊 折衷型 、

自衛 隊中心 型 の 三 つ の タイ プ に 分け られ る 。

開設経緯 と開設年代な ど に よ りタイ プが異 な

る 。 1960年代 の 開設当初は 、 旧軍隊継承型 が

多か っ た よ うであ る 。 1973 年の 防衛庁通達 に

よ り 、 旧軍隊継承 型か ら旧軍 と 自衛隊折衷型

が増えた よ うで あ る。1999 年開設の エ ア ー ・

パ ークは 、 自衛隊中心型 と い え よ う。

　自衛隊広報施設は、時期的に も内容的に も

全国
一

律に 開設 され た もの とは い えな い 。 だ

が 、 自衛隊広報施 設の 名称 に は
一致 した もの

が多 く、 開設時期 も1960 年代後半に 集中 して

い る こ とか ら、開設 を促 す
一

定 の 要因が あ っ

た も の と思わ れ る 。 1990 年代前半の 平 和博物

館開設 ブ
ー

ム に 対抗す る か の ように 、1990 年

代後半以降 に 自衛隊の 大規模広報施設が 、 三

つ の 地域 に各 自衛隊か ら一つ ず つ 設置 された 。

こ れ らの 大規模広報施設に よ り広報活動を進

め て い こ うとす る防衛庁 の 施策が うかが える 。
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